
～　　　　～　　　　『緊急事態宣言』解除～『緊急事態宣言』解除～

【累計感染者数】４１,１３６名

【死亡者数】

－６月 24 日現在（道公表）－

北海道の状況
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北後志感染制御センター北後志感染制御センター

●検査予約

月曜日～金曜日に予約受付（当日不可）

●検査費用

北後志５町村の住民や企業・団体は

１人２万円、それ以外は同３万円。

【問合わせ先】

余市協会病院 TEL 0135-23-3126

●検査当日に持参するもの

本人確認書類

　（運転免許証、健康保険証など）

「余市協会病院」で PCR 検査「余市協会病院」で PCR 検査
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■政府は、６月 17 日に 10 都道府県に発令されていた『緊急事態宣言』を、沖

縄県を除く９都道府県は６月 20 日で解除し、北海道など７都道府県を７月 11

日までの期間、『まん延防止等重点措置』に移行することを決定しました。

■北海道は、札幌市を『まん延防止等重点措置区域』とし、同区域以外の道民

にも同市との不要不急の往来を控えるほか６項目の協力要請を行っています。

６/20６/20（日）（日）

１,３７３名

期　　間期　　間 ６月21日（月）～７月11日（日）

要 請 内 容要 請 内 容

（外出の際は）
◆感染リスクを回避できない場合は、不要不急※の外出や移動を控える。
　※具体的には、医療機関への通院、食料・医薬品・生活必需品の買い出し、必要な職
　場への出勤、屋外での運動や散歩など、生活や健康の維持のために必要なものを除く。

◆重症化リスクの高い方※と接する際は、リスク回避行動を徹底する。
※高齢者、基礎疾患のある方、一部の妊娠後期の方

◆札幌市との不要不急の往来は控える。

◆「緊急事態宣言」及び「まん延防止等重点措置」の対象都府県との不
　要不急の往来は極力控える。

（飲食の際は）
◆感染防止対策が徹底されていない飲食店等の利用を控える。

◆食事は４人以内など少人数、短時間で、深酒をせず、大声を出さず、
　会話の時は、マスクを着用する。

◆路上・公園等における集団での飲酒など、感染リスクが高い行動を控える。

道民の皆様への要請道民の皆様への要請

■コロナ『第５波』がいつまた襲ってくるかわからない警戒の日々が続きます。ワクチン接種を受けた後も、

町民一人ひとりが感染防止対策を励行してコロナから“命”を守りましょう。

〔重点措置区域以外の市町村〕〔重点措置区域以外の市町村〕
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コロナに
コロナに

　
負けない！

負けない！
～～国の国の「新型コロナウイルス対策」「新型コロナウイルス対策」～～

■■新型コロナ感染拡大の影響を受けている全

国の地方自治体へ、「地域経済や住民生活の支

援」のための「第３次地方創生臨時交付金」６,援」のための「第３次地方創生臨時交付金」６,

０３４万１千円の当町への配分内示がありまし

た。た。

■町では、国の使途方針に沿って「限られた交

付金の有効活用」の観点から、町内の産業経済団付金の有効活用」の観点から、町内の産業経済団

体の意見等も参考に検討を重ね、“コロナと共存体の意見等も参考に検討を重ね、“コロナと共存

の時代のまちづくり”に向けた３つの視点から、の時代のまちづくり”に向けた３つの視点から、

前年度の繰越事業７事業前年度の繰越事業７事業をを加えた計 33 事業加えた計 33 事業を進めを進め

ています。ています。

　主な 11 事業の概要を紹介します。主な 11 事業の概要を紹介します。

注）この 11 の計画事業は、令和３年５月 21 日開会の第３

　回町議会臨時会で令和３年度補正予算（第３号）として

　議決された内容を要約しています。

第３次交付金分 26 事業 77,108 千円

令和２年度からの繰越事業 ７事業 60,910 千円

令和３年度実施計画事業 33 事業 138,018 千円

～ 国の国の「新型コロナウイルス対策」「新型コロナウイルス対策」 ～～

第３次 地方創生臨時交付金地方創生臨時交付金第３次 地方創生臨時交付金地方創生臨時交付金使い道使い道第３次第３次
積丹町の積丹町の積丹町の積丹町の

事　業　名事　業　名 事　業　概　要事　業　概　要 事業費事業費
（千円）（千円）

対 象 者対 象 者 担 当 課担 当 課

（１）「感染症に強いまちづくり対策」に役立てる事業　８事業：21,300 千円（１）「感染症に強いまちづくり対策」に役立てる事業　８事業：21,300 千円

１
「コロナに負けない！」

免疫力アップ事業
コロナ禍の高齢者等の引きこもり等フレイル予
防体制の強化。

3,400 町民
住民福祉課

（44-2113）

２
「コロナに負けない！」

お散歩ラリー 2021

散歩型「ウォークラリー」の実施。（積丹げん

き応援“Wan”歩
ポ

イント事業拡充）
800 町民

住民福祉課

（44-2113）

３
国保診療所衛生環境

改善事業

待合室及び診察室等に「1 人用の椅子」、「パ
ーテーション」、「換気機能付きエアコン」を
設置し、衛生環境の改善と感染予防の強化。

5,900 －
国保診療所

（44-2175）

４ 学校衛生環境整備事業
町内小中学校の手洗い場の一部を温水化し、学

校衛生環境の充実。
2,300 町内小中学校

教育委員会

（44-2115）

（２）「厳しい経済・生活の現状を乗り越えるまちづくり対策」に役立てる事業　13 事業：33,936 千円（２）「厳しい経済・生活の現状を乗り越えるまちづくり対策」に役立てる事業　13 事業：33,936 千円

５５
地域福祉交通支援対

策事業

地域生活公共交通の維持に向けたバス等の利用

促進と、町民の経済的負担の軽減支援。
900

町民

（150世帯）

住民福祉課

（44-2113）

６６
新北海道スタイル奨

励事業

感染リスクを低減させながら、事業継続等に繋

げている事業者を支援するため、「新北海道ス

タイル」を実践する事業者へ奨励金を助成。
（※対象者や助成要件などに条件があります。）

10,750

町内旅館・飲

食・観光業の

事業者など

商工観光課

（44-3381）

７７
緊急経済対策プレミア

ム付商品券発行事業

コロナ禍の影響を受けている地域経済の活性化
を促すため、町商工会が発行するプレミアム付
商品券発行事業に対する助成支援。

6,400 町商工会町商工会
商工観光課

（44-3381）

８８
農水産業収入安定特

別対策事業

計画的に資源管理等に取り組む農水産業者に対
し、農水産物減収補てん共済掛金の一部を助成
支援。

1,650 農水産業者
農林水産課

（44-3382）

９９
積丹観光安心安全づ

くり事業

コロナとの共存の時代に選ばれる観光地であり

続けるために必要な感染症予防用品の配備・備

蓄対策の強化助成支援。

900 積丹観光協会
商工観光課

（44-3381）

（３）「“感染症”にも“経済危機”にも強いまちづくり対策」に役立てる事業　５事業：21,872 千円（３）「“感染症”にも“経済危機”にも強いまちづくり対策」に役立てる事業　５事業：21,872 千円

1010
農産物生産性向上対

策事業

コロナ禍で、農業生産額への影響が少ない加工
品の製造に向けた体制強化を図るため、加工処
理施設改修費に対する一部助成支援。

900 農協農協
農林水産課

（44-3382）

1111
水産物付加価値向上

対策事業

海況の影響を低減し、安定的なウニの供給体制の

構築に必要な施設整備費に対する助成支援。
10,000 漁協漁協

農林水産課

（44-3382）

合　　計合　　計 77,10877,108
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▲放送されたＣＭ（一部抜粋）

▼平成 30 年度設置看板

　（中央交差点前）

▲平成 29 年度設置看板

　（観光センター前）

６月２日、美国町の憩の広場に防犯カメラが設

置されました。

　“防犯カメラ”は北後志防犯協会より地域の防

犯機能向上のために管内町村へ１台ずつ寄贈され

たものです。防犯カメラは常時作動しており憩の

広場のほぼ全域の映像が録画されます。

　地域の子どもたちの安全・安心を願って、今日

も 24 時間作動しています。

～ 安心・安全なまちづくり ～ 安心・安全なまちづくり ～～

憩の広場に“防犯カメラ”設置憩の広場に“防犯カメラ”設置
北後志消防組合積丹支署北後志消防組合積丹支署

News消防ニュース
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は
し
ら
な
い
・
し
ゃ

べ
ら
な
い
・
も
ど
ら
な
い
』
を
し
っ
か
り
と
守
り
、
避
難

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

消
火
訓
練
で
は
、
訓
練
用
消
火
器
を
使
用
し
、
児
童
が

火
点
を
目
が
け
て
消
火
体
験
を

し
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
、『
い
ざ
と
い
う

時
の
た
め
に
、
消
火
器
の
使
い

方
を
勉
強
で
き
て
よ
か
っ
た
』

と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
播
磨
支
署
長
か
ら

防
火
の
講
話
を
聞
き
、『
火
遊

び
は
絶
対
し
な
い
』
と
全
員
で

誓
い
ま
し
た
。

〜
自
主
的
な
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
〜

〜
自
主
的
な
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
〜

「「 
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業

ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業 

」」
の
事
例
紹
介

の
事
例
紹
介

積
丹
３
大
岬
誘
導
看
板
設
置
事
業

積
丹
３
大
岬
誘
導
看
板
設
置
事
業

積
丹
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

積
丹
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

：：
（
一
社
）

（
一
社
）

積
丹
観
光
協
会

積
丹
観
光
協
会

㈱㈱ 

積
丹
観
光
振
興
公
社

積
丹
観
光
振
興
公
社

㈱㈱ 

ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ

ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
、、

：：
（
一
社
）

（
一
社
）

積
丹
観
光
協
会

積
丹
観
光
協
会

、、
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